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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月29日(2017.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌を有する個体における癌の治療用の免疫治療組成物であって、
　ａ）酵母ビヒクル；及び
　ｂ）ブラキュリ抗原を含む癌抗原
を含有し、
　前記ブラキュリ抗原が、配列番号６、配列番号６の２～４３５位、配列番号１８、配列
番号１８の２～４３５位、又は、配列番号１８と少なくとも８５％同一であり且つ２５４
位のロイシンからバリンへの置換部を含むアミノ酸配列を含む、免疫治療組成物。
【請求項２】
　前記ブラキュリ抗原が、配列番号１８と少なくとも９０％同一であり且つ２５４位のロ
イシンからバリンへの置換部を含むアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の免疫治療組成
物。
【請求項３】
　前記ブラキュリ抗原が、配列番号１８と少なくとも９５％同一であり且つ２５４位のロ
イシンからバリンへの置換部を含むアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の免疫治療組成
物。
【請求項４】
　前記個体が、Ｉ期癌を有する、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項５】
　前記個体が、ＩＩ期癌を有する、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項６】
　前記個体が、ＩＩＩ期癌を有する、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項７】
　前記個体が、又はＩＶ期癌を有する、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項８】
　前記癌が、乳癌、小腸癌、胃癌、膵臓癌、腎臓癌、膀胱癌、子宮癌、卵巣癌、精巣癌、
肺癌、結腸癌、前立腺癌、慢性リンパ性白血病（ＣＬＬ）、エプスタイン・バーウイルス
形質転換Ｂ細胞、バーキットリンパ腫、ホジキンリンパ腫、及びこれらの転移性癌からな
る群から選択される、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項９】
　前記酵母ビヒクルが全酵母である、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項１０】
　全酵母が死滅している、請求項９に記載の免疫治療組成物。
【請求項１１】
　前記全酵母が熱不活性化されている、請求項１０に記載の免疫治療組成物。
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【請求項１２】
　前記酵母ビヒクルが前記抗原を発現している、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項１３】
　前記酵母は、サッカロミセス属（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）、カンジダ属（Ｃａｎ
ｄｉｄａ）、クリプトコッカス属（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ）、ハンセヌラ属（Ｈａｎ
ｓｅｎｕｌａ）、クルイベロミセス属（Ｋｌｕｙｖｅｒｏｍｙｃｅｓ）、ピキア属（Ｐｉ
ｃｈｉａ）、ロドトルラ属（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ）、シゾサッカロミセス属（Ｓｃｈ
ｉｚｏｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）及びヤロウィア属（Ｙａｒｒｏｗｉａ）からなる群
から選択される属からのものである、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項１４】
　前記酵母が、サッカロミセス属（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）からのものである、請
求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項１５】
　前記酵母が、サッカロミセス・セレビシエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖ
ｉｓｉａｅ）からのものである、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項１６】
　前記組成物が、被験者への注射による投与に好適な薬学的に許容される賦形剤で製剤化
されている、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項１７】
　１０Ｙ．Ｕ．～１００Ｙ．Ｕ．の用量で前記個体に投与される、請求項１に記載の免疫
治療組成物。
【請求項１８】
　１０Ｙ．Ｕ．～４０Ｙ．Ｕ．の用量で前記個体に投与される、請求項１に記載の免疫治
療組成物。
【請求項１９】
　毎週投与される、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２０】
　隔週で投与される、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２１】
　毎月投与される、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２２】
　５週間毎週投与された後に毎月投与される、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２３】
　７ラウンドの治療の間２週間毎に投与され、その後毎月投与される、請求項１に記載の
免疫治療組成物。
【請求項２４】
　前記免疫治療組成物が前記個体の２以上の部位に投与されて、単一用量を形成する、請
求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２５】
　別の癌療法と同時に投与される、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２６】
　前記免疫治療組成物は、不活性化全酵母と、配列番号６の２～４３５位又は配列番号１
８の２～４３５位のアミノ酸配列を含むブラキュリ融合タンパク質とを含み、前記ブラキ
ュリ融合タンパク質が前記酵母の発現産物であり、該組成物が、ブラキュリ特異的Ｔ細胞
応答を誘発する、請求項１に記載の免疫治療組成物。
【請求項２７】
　ａ）酵母ビヒクル；
　ｂ）ブラキュリ抗原を含む癌抗原であって、前記ブラキュリ抗原が、配列番号６、配列
番号６の２～４３５位、配列番号１８、配列番号１８の２～４３５位、又は、配列番号１
８と少なくとも８５％同一であり且つ２５４位のロイシンからバリンへの置換部を含むア
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ミノ酸配列を含む、癌抗原；及び
　ｃ）ヒトへの投与に好適な薬学的に許容される賦形剤
を含む、免疫治療組成物。
【請求項２８】
　前記ブラキュリ抗原が、配列番号１８と少なくとも９０％同一であり且つ２５４位のロ
イシンからバリンへの置換部を含むアミノ酸配列を含む、請求項２７に記載の免疫治療組
成物。
【請求項２９】
　前記ブラキュリ抗原が、配列番号１８と少なくとも９５％同一であり且つ２５４位のロ
イシンからバリンへの置換部を含むアミノ酸配列を含む、請求項２７に記載の免疫治療組
成物。
【請求項３０】
　前記酵母ビヒクルが全酵母である、請求項２７に記載の免疫治療組成物。
【請求項３１】
　全酵母が死滅している、請求項３０に記載の免疫治療組成物。
【請求項３２】
　前記全酵母が熱不活性化されている、請求項３１に記載の免疫治療組成物。
【請求項３３】
　前記酵母ビヒクルが前記抗原を発現している、請求項２７に記載の免疫治療組成物。
【請求項３４】
　前記酵母は、サッカロミセス属（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）、カンジダ属（Ｃａｎ
ｄｉｄａ）、クリプトコッカス属（Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ）、ハンセヌラ属（Ｈａｎ
ｓｅｎｕｌａ）、クルイベロミセス属（Ｋｌｕｙｖｅｒｏｍｙｃｅｓ）、ピキア属（Ｐｉ
ｃｈｉａ）、ロドトルラ属（Ｒｈｏｄｏｔｏｒｕｌａ）、シゾサッカロミセス属（Ｓｃｈ
ｉｚｏｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）及びヤロウィア属（Ｙａｒｒｏｗｉａ）からなる群
から選択される属からのものである、請求項２７に記載の免疫治療組成物。
【請求項３５】
　前記酵母が、サッカロミセス属（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ）からのものである、請
求項２７に記載の免疫治療組成物。
【請求項３６】
　前記酵母が、サッカロミセス・セレビシエ（Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｓ　ｃｅｒｅｖ
ｉｓｉａｅ）からのものである、請求項２７に記載の免疫治療組成物。
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